
精神の政治學ラ
インの最下降化 監

視
の
眼

Ａ的（現實的）客體化：
「Ａ客體 Ａ’主體」

＊医者としての實證精神
（Ａ’⇒Ａ）が持つ監視の眼。
それと「空き家（神不在）」
に堪へる個人的自我（B:個
人の純粋性の静謐）の拮
抗。即ち、精神の政治學ラ
インの最下降化。

實證精神

＊『チェーホフ』（下圖）・・・ 《トルストイの「精神B主義」の影響から脱皮》
＊「トルストイがチェーホフを『空家』 （擴大B空白）にして去つた」、その空家（擴大B領域）に、クリスト教の
代はりに「教養ある自由人の觀念」「無執着」が引越してきたと恆存は言ふ。つまり、医者としての實證精神
（Ａ‘⇒Ａ）が持つ「監視の眼」で『空家』 （B空白）を狹小化（精神の政治學ラインの最下降化）。そして結果と
しての個人主義否定（全二Ｐ１７９『チェーホフ』參照）。

Ｃ的：無執着

B:「教養ある自由人の觀念」

A：マダム・ボヴァリー

理想人間像（C)があつたれば
こそ實證精神（A：「創作方
法」）をしてあれほどまでに自
我（代理「Ａ」としてのボヴァ
リー夫人）を斬りさいなむこと
を許したのである」（全一『理
想人間像について』）。

夢想（C：理想人間
像・イエス）

＊フローベール・チェーホフに共通するもの、それは
「個人主義否定」と言ふ事である。彼等の精神には、
その神に叛逆せる時代（近代）にありながら、なほ「Ｂ
（精神）⇒理想人間像（Ｃ）」を護持せんとする確信と
意慾があるのが窺へる。とはつまり、個人的自我
（Ｂ）は、個人の純粋性（Ｂ）としての静謐を保ち、「絶
對・全體（Ｃ）」にそれを繋いだ、と言ふ事なのである。
〔著：批評家の手帖・小説の運命・理想人間像、から〕

＊下圖「フローベール」は、自己のロマネスク（理想人間像C）を語らな
い。彼の方法は、實證精神即ち「現實（リアリズム＝ボヴァリー： A）の
醜惡を素材として美（B：ロマネスク・夢想家⇒C理想人間像）を志向す
る創作方法」とならざるを得ない。右下枠參照。 「ボヴァリーの失敗
によつて、（リアリズム）小説批評が完成される」のである。「マダム・
ボヴァリーはわたしだ」と言つたのは、「自分の夢をそんな形でしか提
出しえなかつたからだ」（『小説の運命Ⅱ』Ｐ６１７）。

B（ロマネスク・夢想家）・・・「（B個人的自我
の）可能性の天窓は一分のすきもなく完全に
とざされ現實世界（A)で獲得できた自由（A)の
いかにつまらなく、それがあまりにつまらぬた
めに自由でもなんでもない」といふ」創作方法
で、逆説的にしかも表面化されずに、夢想
（B⇒C）は描かれてゐる。


